
助産師が伝える「いのち」の出前授業 

10月 11日（水）に、助産師が伝える「いのち」の出前授業を行いました。 初めに、自分の命が

ここにあるまでに、3代前までには何人の命があったのか、5代前には？ 10代前には？・・・と考

え、多くの命がつながって、今、自分がここにいることを感じました。 

次に、私たちの体の変化（第二次性徴）について学びました。 体の変化、命の始まり、出産のとき

は「うまれーる体験」として、産道から生まれてもらいました。 体験した児童が「出産では、お母さん

もだけど、赤ちゃんもがんばっている。親子の共同作業で命が誕生するんだなと感じた」と感想を述

べました。「赤ちゃん抱っこ体験」では、首の座っていない赤ちゃんはとても大事に抱っこしないとな

あと話していました。 また、性被害・性加害についても学習しました。 自分の体をどう守るか、加害

者にならないために、相手の迷いは「No！」であることを心にとめておくことと学びました。 

会場には、性に関するたくさんの絵本や胎児の画像のパネルも展示され、子どもたちは見入って

いました。最後に助産師さんから、すてきな言葉をいただきました。 

『生きてるだけで １００点満点』  多くのことを学んだ貴重の時間となりました。 

 


